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長浜市長選挙と市議会議員選挙を同時に実施することを求める給願

長浜市は、平成 22年 (2010)1月 1口、旧長浜市、東浅井郡虎姫町、東浅井郡湖北町t伊香

郡高月町、伊香郡木之本町、伊香郡余呉町、伊香郡西浅井町の 1市 6町が合併して誕生・合

併から15年が経過いたしました。

少子高齢化や人口減少が進むなか、社会保障等に伴う扶助費の増大、また、公共施設等の

老朽化に伴う整備～病院再編など解決す
べき課題が山積しており、限られた財源のなかで行

政サービスを継続していくためには、さらなる行財政改革が求められるとこうです。

こうした中.二元代表制の一翼を担う私たちの議会においても、市民の負託に応えることを最

優先とし、今後さらなる議員定数の削減など不断の議会改革に取り組んでいただいているとこ

ろです。

合併までの市長、市議会議員選挙の経過をたどると平成 22年 2月 14口 執行の長浜
I

市議会議員増員選挙については、執行した地区のみの人数および投票率となり、

市長、市議同時の選挙でしたが、オールながはまの市議会議員選挙は、守めて、

7月 25日 に執行されました。

この度、市議会議員選挙と市長選挙を同時に案施することで、選挙費用が、制回の選挙費

用等調査すると概算で4,000万円程度の削減が可能となり、市民『職員の負担軽減となりま

す。   イ

また、市歳会議員一般選挙と市長選挙を南時に行うことを選択することは～議員の皆様が選

挙管理委員会に様 な々カタチで質問されている投票率の向上や事務の効率化、ひいては歳出

の削減により行政サービスの向上に資するものであります。

この請願をご理解いただき、肖1減した経費を真に市民の今後の病院
B福祉事業等推進等に

充てていただきたいことを願うものですb

さらに、調べてみますと、令和 6年 11月 5日に市民め方から「選挙における事務費等の予

算削減についてJと題し陳情が提出されていることもこの一端と考えます。

よつて、令和8年 2月に執行予定の市長選挙に併せて市議会議員一般選挙が同時に執行で

きるよう、地方公共団体の議会の解散に関する特例法第 2条の規定に基づき、選挙事務等に

支障のない日をもつてて市議会を自主解散するよう今後決議を求めたい。



■参考

1効率的な選挙執行
‐
経挙を同時に実施することは行財政改革の一環として多大の成果が期待できます。

地方自治法では、第2条第14項で自治体に最少経費で最大効果を上げる運営を求めていま

す。

市長選挙概算費用概算 6,500万円
市議会議員選挙費用概算 7=500万円                    '
両選挙費用合計で1億4千万円となり共通する経費を差し引くと約4,000万円が削減可能
※経費削減観は(令和6年 12月 18日 i選挙管理委員会事務局より概算報告〉

※立候補者やその人数等にも歳用は、変動します。

2投票率向上
立候補者にもよりますがt同時選挙で市民の関心が高まり市政に民なが反映され、投票率

アップが図られます。

3市民の利便性の向上(市民日磯員の負担軽減)
選挙期間中における様々な市民生活の制約が半減し、市民の利便性が向上しますと 公共
施設使用の制約や、選挙活動による道路通行上の支障て、経済活動に支障を与えるなどが挙

げられます。                              |

4,議会の議決機能の発揮

①財政健金化に対する議会自らのコスト削減意識の向上
′
②病院再建 扶助費増加 人由減少 財政非常事態宝言になるまでの機会機能の発揮

③投票率の低下や無投票当選者の増加など議会の関心の低下に対し「多様な人材の地方

議会への今画を」議会自ら求めていること


